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　本書の初版が出版されたのは 2014
年の 5月で，病棟に出たばかりの研修
医 1年目だった私はこれを直ちに買っ
て勉強をした。知らないことばかりだ
った。第 2版が出版さ
れた 2017年には精神
科医 2年目で，てんか
んセンターに勤めてい
た。当然買って読んだ。
知らないことばかりだ
った。そして第 3版の
出版された今年 2023
年はそんな私も医者
10年目になった。今
回は買わなかった。買
う前に医学書院が本を
送ってくれたからであ
る。そして読んだ。知
らないことばかりだっ
た。
　と，書くと何度も読
んでいるのにその都度内容を忘れてい
るのかと驚いてしまうが，実際全てを
記憶できていない部分はまああるにせ
よ，そういうことを言いたいわけでは
ない。まず第一に，内容が毎回更新さ
れている。改訂にあたって新しい客観
的知見が追記されることはしばしばあ
ることだが，すでに熟達した臨床家で
ある著者の臨床感覚も新鮮に更新され
ており驚

きょう

愕
がく

する。網羅性が増している
こと以上に，時を経て複数回テキスト
を再読し書き直したことによって，1
冊を読み通したときにわれわれ読者に
憑依する著者の臨床感覚に年輪のよう
な重層性が生まれており，これは並大
抵の医学書の改訂では起こり得ない現
象だと思う。
　序章に置かれた「臨床力とは何か？」
という文章に「臨床場面で患者に向き
合う時，何か気概・情熱をもって臨む
のが必要ではないか。例えば，ホスピ
タルツアーをここで終わりにすると
か，医療・医学のレベルアップのため
に教科書を一行でも書き換えるとか。
skillとか techniqueではなく，そうい
う気概を『臨床力』と呼びたい」とあ
って，まさにその姿勢がこの書籍，こ
の改訂にも表現されていると思った

し，この言葉は私が今指針とすべき意
識そのものだと勝手に思った。
　最初はあれこれ意識を高く持ってい
ても，そういう気概・情熱はだんだん

なくなっていくのが普
通である。どんなに研
修医のころデキレジだ
った彼や彼女も 10年
も経てば臨床は「生活」
になっているし，そも
そも臨床の現場にいな
いということすらしば
しばある。そんな「臨
床力」を何十年と持ち，
磨き続けることがどれ
だけ困難なことか想像
には難くなく，言い方
は適切とは言えないか
もしれないが，さらっ
と書かれた本のようで
いて，くぐり抜けてき

た地獄の数が厚みとして伝わってくる
のを感じる。
　私は特に「片頭痛」の項目を今回改
めて読んで感じたのだが，本書のよう
な単著は，その臨床感覚を DNAレベ
ルに刷り込むことが 1つの存在意義と
してある。DNAレベルに刷り込むと
はすなわち，熟達してきたときに行わ
れる診療行為の一つひとつに，かつて
読んだこの本の影響が見て取れること
と言い換えることができて，私の場合
はほとんどの章を読み返してこの「福
武本」が私の神経診療に影響している
ことを再確認した。それは，可塑性の
高い研修医や後期レジデントのころに
読んだからということが大きいのだろ
うと思っていて，実は今回第 3版を読
んで初めて知ったことなどを診療で実
践してみたときに自分の可塑性がめち
ゃくちゃ低くなっていることに気が付
いた。自然に低くなっていく可塑性に
あらがってでも新しい知識や感覚を身
につけようと実践するのが「臨床力」
なのだと思うので，ここは私の新しい
試練ではあるのだが，もっと若い先生
方でもし未読の方がいるのであれば，
この第 3版を必ずや購入し臨床医の
DNAに組み込むことをお勧めしたい。

臨床感覚の重層性

母性内科とジェネラリスト
の親和性
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　母性内科という分野をご存じでしょ
うか。母性内科は平たく言うと，「妊
婦さんのための内科」です。妊娠中だ
けでなく，妊娠前から産後，そして次
の妊娠や更年期に向けて，女性の健康
を内科的側面から全力で支えること
で，より良い妊娠転帰と長期的な母児
の健康維持をめざします 1）。
　私（河原）は，多摩総合医療センター
での内科後期研修中に母性内科の存在
を知り，卒後 7年目のタイミングで国
立成育医療研究センター母性内科に 6
か月間の短期研修をする機会に恵まれ
ました。本稿では，母性内科研修を通
して学び得る知見を報告します。
◆妊娠変化に合わせた診療
　多摩総合医療センターでは，総合診
療科の中に母性内科部門 2）が展開され
ています。同センターでの研修では妊
娠高血圧症候群を中心に，貧血，喘息，
胸やけ，頭痛など，妊娠中に偶発的に
出てきた症状への対処法を学びまし
た。母体のおなかに隠れた「子」の存
在を意識しながらの診療は，さながら
上級医の援助が常に必要な初期研修医
時代に戻った気分でした。毎日の血圧
測定や内服，体重管理など，わが子の
ために自己管理を頑張ってきた妊婦さ
んが無事に出産し，お母さんになって
いく姿を見ることがとても嬉しく，母
性内科診療にやりがいを感じるように
なりました。
　そして，母性内科をさらに深く知る
ため，2022年 4～9月に国立成育医療
研究センター母性内科 3）で診療部長の 
金子佳代子先生，日本母性内科学会理
事長である村島温子先生 4）のもとで研
修させていただきました。同センター
は妊娠にかかわる診療ガイドライン作
成の中心になっており，各科で専門性
の高い妊娠症例を管理していました。
土地柄もあり，多摩総合医療センター
の母性内科と比べると受診者は 40歳
以上の女性や不妊治療後の妊娠例が多
く，必然的に妊娠高血圧症候群や妊娠
糖尿病での管理を要する症例も多い印
象でした。さらに COVID-19が猛威
を振るっていた時期でもあり，多くの
妊婦さんは感染が与える子への影響や
妊娠中のワクチン接種の是非，治療薬
の安全性について不安を抱えていまし
た。そのような中でも，母性内科の先
生方は少ない情報を吟味して治療薬を
使用するか否かを判断し，患者さんの
質問に丁寧に答える診療をされてい
て，とても勉強になりました。
◆ジェネラリストが活躍できる母性内科
　今回の研修を通して，妊婦さんの多
くは慢性疾患を持っていなくても，気

軽に相談できるかかりつけ医がそもそ
も存在しない，妊娠後に一般内科的な
主訴で医療機関を訪れても「妊娠」と
いうタグが付くだけで十分な治療を受
けられないといった現状が多くあるこ
とを知りました。そのため，母性内科
では一般内科と同様に総合的に診療で
きる医師の存在が重要であると実感し
ました。例えば膠原病合併妊娠の症例
では，全身管理がとても重要です。原
疾患以外の血圧や血糖など，妊娠変化
に合わせた多角的な視点からの対処
は，総合内科／総合診療科を基盤に内
科研修を積んだ医師にとっても学びが
多く，やりがいを感じやすいと思いま
す。
　以上の点から，母性内科とジェネラ
リストは非常に親和性が高く，総合内
科・総合診療科で診療をされている医
師には，母性内科という活躍できる土
壌が広く存在し，研修を受けられる環
境があることを知ってほしいと強く願
っています。 
　その他，母性内科の診療については，
2018～20年に medicina誌で三島が連
載『母性内科の ｢め｣ 妊婦 ･授乳婦さ
んのケアと薬の使い方』を執筆してい
ます。ぜひご覧ください。 
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